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(57)【要約】
　本発明は、ファインピッチの高速コネクタアセンブリ
用のケーブル対基板コネクタに関する。代表的なコネク
タアセンブリは、絶縁ハウジングと、ハウジング内に配
設された複数の第１接触子を含み、少なくとも接触子の
一部分は、プリント回路基板上の導電性配線と、複数の
第１ワイヤを含む第１ケーブルとを終端するように適合
されている。各第１接触子は、嵌合コネクタの対応する
接触子と電気的接触を形成するための第１嵌合部分と、
ハウジングの底部に沿って延びる第１末端部分とを有し
、第１末端部分は、プリント回路基板上の導電性配線で
終端するように適合されている。代表的なケーブルアセ
ンブリでは、第１ケーブルの各第１ワイヤは、異なる第
１接触子の第１末端部分において終端される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁性のハウジングと、
　前記ハウジング内に配設された複数の第１接触子であり、各第１接触子は、
　　嵌合コネクタの対応する接触子と電気的接触を形成するための第１嵌合部分、及び、
　　ハウジング底部に沿って延び、かつプリント回路基板上の導電性配線において終端す
るように適合されている第１末端部分を含む、第１接触子と、
　複数の第１ワイヤを含む第１ケーブルであり、各第１ワイヤは、異なる第１末端部分に
対応し、かつ前記異なる第１末端部分において終端している、第１ケーブルと、を含む、
コネクタアセンブリ。
【請求項２】
　前記ハウジング底部に配設され、かつ同じ第１方向に沿って延びる複数の第１の溝と複
数の第１開口部とを含むケーブルオーガナイザを更に含み、各第１開口部は、異なる第１
の溝に対応し、かつ前記異なる第１の溝と並んでおり、各第１ワイヤは、異なる第１の溝
と対応し、かつ前記異なる第１の溝内に配置され、前記第１ワイヤは、前記第１の溝に対
応する前記第１開口部を通る前記第１ワイヤに対応する前記第１末端部分において終端し
ている、請求項１に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項３】
　前記ケーブルオーガナイザは、前記第１方向に沿って延びる複数の第２の溝と複数の第
２開口部とを更に含み、各第２開口部は、異なる第２の溝に対応し、かつ前記異なる第２
の溝と並んでおり、各第２ワイヤは、異なる第２の溝と対応し、かつ前記異なる第２の溝
内に配置され、前記第２ワイヤは、前記第２の溝に対応する前記第２開口部を通る前記第
２ワイヤに対応する第２末端部分において終端している、請求項２に記載のコネクタアセ
ンブリ。
【請求項４】
　絶縁性のハウジングと、
　前記ハウジング内に配設された複数の第１接触子であり、各第１接触子は、
　　嵌合コネクタの対応する接触子と電気的接触を形成するための第１嵌合部分、及び、
　　ハウジング底部に沿って前記第１嵌合部分から前記ハウジングの第１側部に向かって
延び、かつプリント回路基板上の導電性配線において終端するように適合されている第１
末端部分、を含む、第１接触子と、
　前記ハウジング内に配設された複数の第２接触子であり、各第２接触子は、
　　嵌合コネクタの対応する接触子と電気的接触を形成するための第２嵌合部分、及び、
　　前記ハウジング底部に沿って前記第２嵌合部分から前記ハウジングの第２側部に向か
って延びる第２末端部分であり、前記第２側部は、前記第１側部とは反対側にあり、前記
第２嵌合部分は、プリント回路基板上の導電性配線において終端するように適合されてい
る、第２末端部分、を含む、第２接触子と、
　複数の第１ワイヤであり、各第１ワイヤは、異なる第１末端部分に対応し、かつ前記異
なる第１末端部分において終端している、複数の第１ワイヤと、
　複数の第２ワイヤであり、各第２ワイヤは、異なる第２末端部分に対応し、かつ前記異
なる第２末端部分において終端している、複数の第２ワイヤと、を含む、コネクタアセン
ブリ。
【請求項５】
　前記ハウジング底部に配設されたケーブルオーガナイザを更に含み、前記ケーブルオー
ガナイザは、
　同じ第１方向に沿って延びる複数の第１の溝及び複数の第１開口部であり、各第１開口
部は、異なる第１の溝に対応し、かつ前記異なる第１の溝と並んでおり、各第１ワイヤは
、異なる第１の溝と対応し、かつ前記異なる第１の溝内に配置され、前記第１ワイヤは、
前記第１の溝に対応する前記第１開口部を通る前記第１ワイヤに対応する前記第１末端部
分において終端している、複数の第１の溝及び複数の第１開口部と、
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　前記第１方向に沿って延びる複数の第２の溝及び複数の第２開口部であり、各第２開口
部は、異なる第２の溝に対応し、かつ前記異なる第２の溝と並んでおり、各第２ワイヤは
、異なる第２の溝と対応し、かつ前記異なる第２の溝内に配置され、前記第２ワイヤは、
前記第２の溝に対応する前記第２開口部を通る前記第２ワイヤに対応する前記第２末端部
分において終端している、複数の第２の溝及び複数の第２開口部と、を含む、請求項４に
記載のコネクタアセンブリ。
【請求項６】
　前記第１の溝は、同じ第１平面に概ね位置し、第２の溝は、前記第１平面に対してオフ
セットされた第２平面に概ね位置する、請求項５に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項７】
　コネクタアセンブリ用のケーブルオーガナイザであって、
　中央トラフを有するオーガナイザ基部であり、前記中央トラフは、第１深さで配設され
た第１フロア区分、第２深さで配設された第２フロア区分、並びに前記第１フロア区分及
び前記第２フロア区分から延びる側壁部を有する、オーガナイザ基部と、
　前記第１フロア区分に沿って延び、かつ前記中央トラフの前記側壁部に対して平行であ
る複数の第１の溝であり、前記第１の溝は、複数の第１ワイヤを位置付けるのに役立つ、
複数の第１の溝と、
　複数の第１開口部であり、各第１開口部は、異なる第１の溝と対応し、かつ前記異なる
第１の溝と整列して、各第１ワイヤが第１接触子の第１末端部分により前記コネクタアセ
ンブリ内にて終端するようにする、複数の第１開口部と、を含む、ケーブルオーガナイザ
。
【請求項８】
　前記第２フロア区分に沿って延びる複数の第２の溝を更に含み、各第２の溝は、各第２
の溝内に配設され、かつ前記各第２の溝と整列する第２開口部を含み、前記第２の溝は、
前記ケーブルオーガナイザ内の複数の第２ワイヤを位置付けるために役立ち、各第２開口
部は、各第２ワイヤが第２接触子の第２末端部分により前記コネクタアセンブリ内にて終
端するようにする、請求項７に記載のケーブルオーガナイザ。
【請求項９】
　絶縁性のハウジングと、
　前記ハウジング内に配設された複数の第１接触子であり、各第１接触子は、
　　嵌合コネクタの対応する接触子と電気的接触を形成するための第１嵌合部分、及び、
　　ハウジング底部に沿って延び、かつプリント回路基板上の導電性配線において終端す
るように適合されている第１末端部分を含む、第１接触子と、
　前記ハウジング底部に配設され、かつ同じ第１方向に沿って延びる複数の第１の溝と複
数の第１開口部とを含むケーブルオーガナイザであり、前記複数の第１接触子の前記末端
部分にアクセスし、各第１の溝内部に配設されたワイヤを前記末端部分と接続するように
、各第１開口部は異なる第１の溝に対応し、かつ前記異なる第１の溝と並んでいる、ケー
ブルオーガナイザと、を含む、ケーブルコネクタ。
【請求項１０】
　前記ケーブルオーガナイザは、前記第１方向に沿って延びる複数の第２の溝と、複数の
第２開口部とを更に含み、複数の第２接触子の末端部分にアクセスし、各第２の溝内部に
配設された追加のワイヤを前記末端部分と接続するように、各第２開口部は異なる第２の
溝に対応し、かつ前記異なる第２の溝と並んでいる、請求項９に記載のケーブルコネクタ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願の発明は、ケーブル対基板コネクタに関し、より具体的にはバックプレーン用途
のための、ファインピッチの高速ケーブル対基板接続システムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　この１０年間にわたって、携帯通信デバイス及びラップトップなどの消費者向け電子機
器における、よりコンパクトでより高速な設計への傾向は、ケーブルをプリント回路基板
（ＰＣＢ）に取り付けるための様々な薄型電子機器コネクタの開発につながった。高速伝
送の要件を満たすために、コネクタは、ギガヘルツ（ＧＨｚ）周波数範囲を超える高いパ
ファーマンスを呈するように設計される必要がある。１つの重要な設計要件は、コネクタ
内の信号劣化現象を、信号品質に悪影響を与えない程度に十分低いレベルまで低減させる
ことである。同時に、他の設計要件は、コネクタ構成要素の機械的強度、コネクタが特定
の空間に収まることができるような十分に小さいコネクタ寸法及び高さ外形、等々を含む
ように維持されるべきである。
【０００３】
　よりコンパクトでより高速な電子機器への市場傾向は、現在、サーバ市場へと更に拡大
しており、従来の大型サーバと同じ速度で機能し得るマイクロサーバを求める要求が存在
する。従来のサーバは、サーバユニットを繋げるための２ｍｍの接続ピッチを有するバッ
クプレーンコネクタを使用し得る。現行のバックプレーンコネクタの２ｍｍのピッチは、
マイクロサーバに求められるバックプレーンＰＣＢよりも大きいバックプレーンＰＣＢを
必要とする。したがって、例えばマイクロサーバ市場用のバックプレーンＰＣＢの寸法を
低減するのに役立つような、高速用途のための更に小型でファインピッチのケーブル対基
板コネクタが求められている。コネクタはまた、広範囲の周波数にわたって高いデータ伝
送速度で動作する際の改善された信号の完全性及び性能、加えて、機械的応力に抗するた
めの改善された機械的特性、及び設計特徴も有するべきである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、ケーブル対基板コネクタに関し、より具体的には、バックプレーン用途の、
ファインピッチの高速ケーブル対基板コネクタアセンブリに関する。第１の代表的な実施
形態では、コネクタアセンブリは、絶縁ハウジング、ハウジング内に配設された複数の第
１接触子、及び複数の第１ワイヤを含む第１ケーブルを含む。各第１接触子は、嵌合コネ
クタの対応する接触子と電気的接触を形成するための第１嵌合部分と、ハウジングの底部
に沿って延びる第１末端部分とを有し、第１末端部分は、プリント回路基板上の導電性配
線で終端するように適合されている。代表的なケーブルアセンブリでは、第１ケーブルの
各第１ワイヤは、異なる第１接触子の第１末端部分において終端される。
【０００５】
　別の代表的な実施形態では、コネクタアセンブリは、絶縁ハウジングと、ハウジング内
に配設された複数の第１接触子及び複数の第２接触子であって、第１及び／又は第２接触
子の少なくとも一部分は、プリント回路基板上の導電性配線で終端されるように適合され
る、複数の第１接触子及び複数の第２接触子と、第１接触子において終端された複数の第
１ワイヤと、第２接触子において終端された複数の第２ワイヤとを含む。各第１接触子は
、嵌合コネクタの対応する接触子と電気的接触を形成するための第１嵌合部分と、ハウジ
ング底部に沿って延びる第１末端部分とを有し、各第２接触子は、嵌合コネクタの対応す
る接触子と電気的接触を形成するための第２嵌合部分と、ハウジング底部に沿って延びる
第２末端部分とを有し、第１及び第２末端部分は、プリント回路基板上の導電性配線にお
いて終端するように適合されている。各第１ワイヤは、異なる第１接触子の第１末端部分
において終端しており、各第２ワイヤは、異なる第２接触子の第２末端部分において終端
している。
【０００６】
　別の代表的な実施形態では、本発明は、ケーブルコネクタに関する。代表的なケーブル
コネクタは、絶縁ハウジング、複数の第１接触子、及び絶縁ハウジングに取り付けられた
ケーブルオーガナイザを含む。各第１接触子は、嵌合コネクタの対応する接触子と電気的
接触を形成するための第１嵌合部分と、ハウジングの底部に沿って延びる第１末端部分と
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を有し、第１末端部分は、プリント回路基板上の導電性配線で終端するように適合されて
いる。ケーブルオーガナイザは、ハウジング底部に隣接するように配設され、かつ同じ第
１方向に沿って延びる複数の第１の溝と複数の第１開口部とを含み、複数の第１接触子の
前記末端部分にアクセスし、各第１の溝内部に配設されたワイヤをこの末端部と接続する
ように、各第１開口部は異なる第１の溝に対応し、かつ前記異なる第１の溝と並んでいる
。
【０００７】
　別の代表的な実施形態では、本発明は、ケーブル対基板コネクタシステム内で使用する
ためのケーブルオーガナイザに関する。ケーブルアセンブリは、中央トラフを有するオー
ガナイザ基部を有し、中央トラフは、第１深さで配設された第１フロア区分、第２深さで
配設された第２フロア区分、及び第１フロア区分から第２フロア区分まで延びる側壁部を
有する。複数の第１の溝は、第１フロア区分に沿って延び、かつ中央トラフの側壁部に対
して平行であり、第１の溝は複数の第１ワイヤを位置付けるのに役立つ。ケーブルオーガ
ナイザは、複数の第１ワイヤを更に含む。各第１開口部は、異なる第１の溝と対応し、か
つ異なる第１の溝と整列して、各第１ワイヤが終端し、第１末端部分により、コネクタア
センブリ内にて終端するようにする。
【０００８】
　本発明は更に、本明細書に記載されるか又は添付図面に示される部品又は特性のあらゆ
る代替的な組み合わせを含む。明示的には記載されていないこれらの部品又は特性の既知
の同等物も、やはり含まれるものと見なされる。
【０００９】
　本発明の例示の形態は、これより以下の添付の図面を参照して記載される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の態様による、高速ケーブル対基板コネクタシステムの概略斜視図である
。
【図２】本発明の態様による、代表的なケーブル対基板コネクタシステムの斜視図である
。
【図３】図２のケーブル対基板コネクタシステムの一部分の分解斜視図である。
【図４Ａ】図２のケーブル対基板コネクタシステムの一部分の斜視断面図である。
【図４Ｂ】図２のケーブル対基板コネクタシステムの一部分の断面図である。
【図５Ａ】本発明の態様による、代表的なケーブルオーガナイザの４つの図である。
【図５Ｂ】本発明の態様による、代表的なケーブルオーガナイザの４つの図である。
【図５Ｃ】本発明の態様による、代表的なケーブルオーガナイザの４つの図である。
【図５Ｄ】本発明の態様による、代表的なケーブルオーガナイザの４つの図である。
【図６Ａ】本発明の代表的な高速ケーブル対基板ケーブル内で終端されるケーブルの準備
を図示する２つの図である。
【図６Ｂ】本発明の代表的な高速ケーブル対基板ケーブル内で終端されるケーブルの準備
を図示する２つの図である。
【図７Ａ】本発明の代表的な高速ケーブル対基板ケーブルによる、ケーブルの終端プロセ
スを図示する７つの図である。
【図７Ｂ】本発明の代表的な高速ケーブル対基板ケーブルによる、ケーブルの終端プロセ
スを図示する７つの図である。
【図７Ｃ】本発明の代表的な高速ケーブル対基板ケーブルによる、ケーブルの終端プロセ
スを図示する７つの図である。
【図７Ｄ】本発明の代表的な高速ケーブル対基板ケーブルによる、ケーブルの終端プロセ
スを図示する７つの図である。
【図７Ｅ】本発明の代表的な高速ケーブル対基板ケーブルによる、ケーブルの終端プロセ
スを図示する７つの図である。
【図７Ｆ】本発明の代表的な高速ケーブル対基板ケーブルによる、ケーブルの終端プロセ
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スを図示する７つの図である。
【図７Ｇ】本発明の代表的な高速ケーブル対基板ケーブルによる、ケーブルの終端プロセ
スを図示する７つの図である。
【図８】本発明の態様による、別の代表的な高速ケーブル対基板コネクタシステムの斜視
図である。
【図９】図８のケーブル対基板コネクタシステムの一部分の分解斜視図である。
【００１１】
　上で特定した図面は、本発明のいくつかの実施形態を示しているが、考察部分で述べて
いるように、他の実施形態も考えられる。いずれのケースでも、本開示は、限定する目的
ではなく、説明する目的で本発明を提示する。本発明の原理の範囲及び趣旨に含まれる多
数の他の修正及び実施形態が、当業者によって考案され得ることを理解されたい。図は、
縮尺どおりに描かれていない場合もある。図の全体にわたって、同様の参照番号を用いて
同様の部分を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下の好適な実施形態の詳細な説明では、その一部をなす添付の図面を参照する。添付
の図面は、本発明を実施することが可能な具体的な実施形態を例として示す。他の実施形
態を利用することも可能であり、また、本発明の範囲から逸脱することなく、構造的又は
論理的な変更を行い得ることは理解されるべきである。したがって、以下の詳細な説明は
限定的な意味で解釈されるべきものではなく、本発明の範囲は、添付の特許請求の範囲に
よって定義されるものである。
【００１３】
　新しいファインピッチの高速ケーブルアセンブリ（例えば、マイクロサーバ用途）のニ
ーズを満たすために、新しいファインピッチの高速ケーブル対基板コネクタシステムが設
計されてきた。代表的なケーブル対基板コネクタシステムは、従来のファインピッチの、
基板に取り付けられたコネクタに嵌合し得る、新しい、ケーブルに取り付けられたコネク
タを含む。代表的態様では、代表的なファインピッチの高速ケーブルにおけるワイヤピッ
チは、ケーブル内のワイヤ直径に一部依存して、約０．３ｍｍ～約１．０ｍｍ、又は好ま
しくは約０．５ｍｍ～約０．９ｍｍであり得る。言うまでもなく、本発明に記載の新しい
ファインピッチケーブルコネクタを使用した代表的なケーブルコネクタ及び代表的なケー
ブルアセンブリは、より大きなワイヤピッチも収容し得る。
【００１４】
　代表的な態様では、本発明の新しい高速ケーブルコネクタ及び得られたケーブル対基板
アセンブリは、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、ＰＣＴ公開第ＷＯ２０１
１／１１９２７７号、及びＰＣＴ出願第ＵＳ２０１２／０４６４８１号などの現行の高速
基板対基板コネクタ設計と互換性があり得る。代表的なケーブル対基板アセンブリを、従
来の高速の基板対基板コネクタに基づいて設計することにより、新しいケーブルコネクタ
と従来の基板に取り付けられたコネクタとの接続互換性が保証される。本発明に記載の、
より小型で新しいケーブル対基板コネクタシステムに加えて、新しいケーブル対基板のケ
ーブルシステムは、アセンブリのハウジングが、従来の基板に取り付けられたコネクタを
多目的に使用でき、これにより、在庫になり得る部品数を低減するという利点を有する。
【００１５】
　図１は、本発明による、高速ケーブル対基板のケーブルアセンブリ５０の例を図示する
。ケーブルアセンブリ５０は、高速ケーブル２０の終端部に取り付けられた第１ケーブル
コネクタ１０２及び第２ケーブルコネクタ１０２’を有する。第１及び第２ケーブルコネ
クタは、第１基板取り付けコネクタ２００、及び第２基板取り付けコネクタ２００’とそ
れぞれ嵌合する。ケーブルコネクタ１０２及び１０２’と、基板に取り付けられたコネク
タ２００、２００’との組み合わせは、代表的なケーブル対基板コネクタシステム１００
、１００’をそれぞれ形成する。代表的なケーブルアセンブリは、バックプレーン接続シ
ステムを必要とすることなく、２つのプリント回路基板（ＰＣＢ）５、５’を相互接続す
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るために使用されることができるので、複数のＰＣＢを有する電子機器の設計の柔軟性を
高める。あるいは、ケーブルアセンブリ５０は、２つの別個の電子機器部品を相互接続す
るために使用され得る。代表的なケーブルアセンブリは、２つのＰＣＢの間、２つの電子
機器部品の間に高速接続（すなわち、データ伝送速度が最大で約２０Ｇｂ／ｓを有する）
を提供し得、又は電子機器部品をＰＣＢに接続するために高速接続を提供し得る。
【００１６】
　第１ケーブルコネクタ１０２、及び第２ケーブルコネクタ１０２’を相互接続する高速
ケーブルは、複数の導電体すなわちワイヤを含み得る。代表的な態様では、高速ケーブル
は、米国特許公開第２０１２／００９０８７３号、同第２０１２／００９０８７２号、同
第２０１２／００９０８６６号、及び同第２０１２／００９７４２１号などのファインピ
ッチの高速リボンケーブルであり得、これら全てはその全体が本明細書に参考として組み
込まれる。これら参考文献のケーブルは、他の従来の電気リボンケーブルよりも高い導体
密度を実現する。１つの代表的な態様は、ケーブル内の導体間のピッチは、コネクタアセ
ンブリ内の接触子の間隔に近似する。他の代表的なケーブルは、例えば、Ｒｉｂｂｏｎ　
Ｘ（３８　＆　４０　ＡＷＧ　Ｒｉｂｂｏｎ　Ｃｏａｘ）及びＢｕｌｋ　０．０５０”Ｐ
ｉｔｃｈ　Ｆｌａｔ　Ｒｉｂｂｏｎ　Ｃａｂｌｅを含む（両方ともＨｉｔａｃｈｉ　Ｃａ
ｂｌｅ，Ｉｎｃから入手可能）。
【００１７】
　図２は、本発明の実施形態による、接続していない状態のケーブル対基板コネクタ１０
０を図示する。図２に示された代表的な態様では、ケーブル対基板コネクタシステム１０
０は、ＰＣＢ　５に取り付けられた状態の、プラグ型の基板に取り付けられたコネクタ２
００と嵌合するソケット型のケーブルコネクタ１０２を含む。別の態様では、ケーブル対
基板コネクタシステムは、ソケット型の基板に取り付けられたコネクタ（ＰＣＢに取り付
けられた状態の）と嵌合する、プラグ型のケーブルコネクタを含んでもよく、これらは、
以降で図８及び９と関して説明される。代表的なケーブル対基板コネクタアセンブリは、
プラグ構成又はソケット構成のいずれかを有し得るが、代表的なソケット型のケーブルコ
ネクタ１０２は、図２～５Ｄに関して以下に詳細に記載される。
【００１８】
　図２、３、及び４Ａ～４Ｂを参照して、ケーブルコネクタ１０２は、接続基部１２０、
ケーブルオーガナイザ１５０及びキャップ１１０を含み得る。
【００１９】
　接続基部１２０は、複数の第１接触子１３０を保持するように構成された絶縁ハウジン
グ１２２を含み得る。絶縁ハウジング１２２は、ハウジング基部１２７から延びる１対の
側壁部１２６によって画定された凹部１２５を含む。凹部１２５を囲む側壁部は、１対の
端部壁１２４によって、その端部において互いに連結され得る。
【００２０】
　代表的な態様では、接続基部１２０の絶縁ハウジング１２２、ケーブルオーガナイザ１
５０及びキャップ１１０は、例えば、ガラス充填された液晶ポリマ樹脂、ポリブチレンテ
レフタレート（ＰＢＴ）樹脂、ポリカーボネート樹脂などのエンジニアリング樹脂を射出
成形するプロセスを使用して、形成され得る。
【００２１】
　ハウジング基部１２７は、ハウジング基部の外側表面内に形成された複数の接触子チャ
ネル１２７ａを有し得る。各接触子チャネル１２７ａは、各接触子チャネル１２７ａの底
部を通る接触子開口部１２７ｂを有し得、これにより、第１接触子１３０の一部が、ハウ
ジング基部を通って、凹部１２５内に、及び側壁部１２６の少なくとも１つの内側表面内
に形成された対応する接触子チャネル１２６ａ内へと通ることが可能となる。
【００２２】
　代表的な態様では、接続基部１２０は、絶縁ハウジング１２２の外側表面上に配設され
た複数の保持装置（図示せず）を含み得ることにより、任意の補助的な遮断プレート１６
０の取り付けを可能にする。補助的な遮断プレート１６０は、ケーブルコネクタ１０２に
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対する外部環境からのＥＭＩの、更なる手段を提供し得る。したがって、外部環境から良
好にＥＭＩを遮断することを提供することが不可欠ではない用途において、コネクタアセ
ンブリは、補助的な遮断プレートを必要とし得ない。
【００２３】
　１つの代表的な態様では、各第１接触子１３０は、概ね「Ｌ」字形状であり得る。各第
１接触子１３０は、側壁部１２６、１２６’の一方の中に形成された接触子チャネル１２
６ａ内に配設され、かつ嵌合コネクタの対応する接触子と電気的接触を形成するためのハ
ウジング凹部１２５内を延びる第１嵌合部分１３２と、接触子チャネル１２７ａ内でハウ
ジング基部に沿って延びる第１末端部分１３４とを有する。第１末端部分は、接続基部が
基板対基板接続において使用される場合、プリント回路基板上の導電性配線で終端するよ
うに適合され得、又は本発明に記載のように、基板に取り付けられたコネクタ（例えば、
図２に図示された基板に取り付けられたコネクタ２００）に対するケーブル内のワイヤを
終端するように適合され得る。したがって、本発明の代表的なケーブル対基板コネクタで
は、各第１末端部分は、高速ケーブル２０のワイヤ２５を終端させるために使用され得る
。
【００２４】
　代表的な態様では、ケーブルコネクタ１０２は、複数の第２接触子１４０を更に含む。
第２接触子１４０はまた、概ね「Ｌ」形状であり得る。各第２接触子１４０は、絶縁ハウ
ジング１２２の側壁部１２６’に形成された接触子チャネル１２６ａ’内に配設された第
２嵌合部分１４２を有する。第２接触子は、嵌合コネクタの対応する接触子と電気的接触
を形成するために、ハウジング凹部１２５内に延びる。各第２接触子は、接触子チャネル
１２７ａ内をハウジング基部に沿って延びる第２末端部分１４４を含む。第２末端部分は
、接続基部が基板対基板コネクタにおいて使用される場合、プリント回路基板上の導電性
配線において終端するように適合され得、又は本発明のケーブル対基板接続システム内で
ワイヤを終端するように適合され得る。したがって、各第２末端部分は、図４Ａに図示さ
れるように、第２高速ケーブル２０’のワイヤ２５’を終端させるために使用され得る。
【００２５】
　ケーブルオーガナイザ１５０は、接続基部１２０に取り付けられ得、これにより、１つ
以上の高速ケーブル２０、２０’のワイヤ２５、２５’と、接続基部内に配設された接触
子１３０、１４０とを整列させるのに役立つ。具体的には、接続基部１２０は、ケーブル
オーガナイザを通って配設された整列穴１５８と嵌合する１つ以上の整列ポスト１２８を
含み得る。図に示された代表的態様では、整列ポスト１２８及び対応する整列穴１５８は
Ｄ字形状を有し、これは接続基部上にケーブルオーガナイザを位置付けるのに役立つ。し
かしながら、例えば、正方形のポスト及び穴、円形のポスト及び穴などの別の形状が可能
であり、整列ポストの形状及び対応する整列穴は、本発明に記載の代表的なケーブル対基
板コネクタシステムに対して限定するものと見なされない。
【００２６】
　加えて、ケーブルオーガナイザ１５０は、その下部表面から延びる複数のラッチアーム
１５９を有し得るオーガナイザ基部１５２を含み、これにより、ケーブルオーガナイザを
接続基部１２０に取り付ける。ラッチアーム１５９は、図４Ｂに示されるように、絶縁ハ
ウジング１２２の肩部１２３と係合し得る有刺突出部１５９ａを含み得る。
【００２７】
　図５Ａ～５Ｄは、本発明の実施形態による、代表的なケーブルオーガナイザの４つの図
を示す。図５Ａは、ケーブルオーガナイザ１５０の等角図である。図５Ｂは、ケーブルオ
ーガナイザ１５０の断面図であり、図５Ｃ及び５Ｄはそれぞれ、ケーブルオーガナイザ１
５０の平面図及び底面図である。
【００２８】
　ケーブルオーガナイザ１５０のオーガナイザ基部１５２は、その上面１５１に形成され
た中央トラフ１５３を含む。１つの代表的な態様では、中央トラフ１５３は、中央トラフ
の開口端部から中央トラフの閉鎖端部までの深さにおいて変化し得る。例えば、中央トラ
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フは、中央トラフの開口端部に隣接する、ケーブルオーガナイザの上面１５１に対してＤ

１の第１深さで配設された第１フロア区分１５４と、中央トラフの開放端部及び閉鎖端部
の間に、ケーブルオーガナイザ１５０の上面１５１に対してＤ２の第２深さで配設された
第２フロア区分１５５とを含み得る。１つの代表的な態様では、第１フロア区分は、第２
フロア区分よりも更に深い深さで配設される（すなわち、Ｄ１＞Ｄ２）。
【００２９】
　あるいは、オーガナイザ基部１５２は、第１フロア区分に隣接して配設された第１入れ
子区分１５７ａを含み得る。第１入れ子区分は、図７Ａに図示されるように、代表的な高
速ケーブル２０の複数のワイヤ２５の終端部上に配設された端子アンカー２９を受容する
ように構成される。同様に、オーガナイザ基部１５２は、第２フロア区分１５５に隣接し
て配設された第２入れ子区分１５７ｂを含み得る。第２入れ子区分は、図７Ｅに図示され
るように、代表的な高速ケーブル２０’の複数のワイヤ２５’の終端部上に配設された端
子アンカー２９’を受容するように構成される。少なくとも１つの態様では、代表的な高
速ケーブル２０、２０の複数のワイヤの終端部上に配設された端子アンカー２９、２９’
は、代表的なケーブルアセンブリ内で終端された代表的なケーブルを固定し、かつその歪
み緩和を提供する。
【００３０】
　オーガナイザ基部１５２は、第１フロア区分１５４に沿って、及び中央トラフ１５３の
側壁部１５３ａに対して平行に延びる複数の第１の溝１５４ａと、オーガナイザ基部を通
る複数の第１開口部１５４ｂとを含む。接続基部内に配設された第１接触子に対して各第
１ワイヤを位置付けるため、各第１開口部１５４ｂは異なる第１の溝１５４ａに対応し、
異なる第１の溝１５４ａと整列している。代表的な態様では、各第１の溝１５４ａは、中
央トラフの側壁部１５３ａに対して実質的に平行であり得る。実質的に平行な溝部は、コ
ネクタアセンブリ内の接触子とほぼ同じピッチを有する高速ケーブルのワイヤを受容する
ように構成される。別の代表的な態様では、第１の溝は、高速ケーブルからのワイヤを受
容するために漏斗形状で配設され得、ワイヤのピッチはコネクタアセンブリ内の接触子の
ピッチ超であるが、一部又は全部のワイヤを手動で整列させる必要がある場合がある。
【００３１】
　ケーブルコネクタ１０２の代表的な実施形態は、ワイヤの２つのセット（すなわち、第
１ワイヤ２５及び第２ワイヤ２５’）を、オフセットの構成で終端させるように構成され
る。これを可能にするために、オーガナイザ基部１５２は、第２フロア区分１５５と、中
央トラフ１５３の閉鎖端部に隣接して配置された第２入れ子区分１５７ｂと間に延びる複
数の第２の溝１５５ａを更に含み得る。各第２の溝は、中央トラフ１５３の側壁部１５３
ａに対して実質的に平行であり得、及び図４Ｂに示されるように、複数の第２ワイヤ２５
’を、接続基部内に配設された第２接触子１４０に対して位置付けることができる。各第
２の溝は、オーガナイザ基部１５２を通る第２開口部１５５ｂを含む。各第２開口部１５
５ｂは、異なる第２の溝１５５ａに対応し、異なる第２の溝１５５ａと整列する。実質的
に平行な第２の溝１５５ａは、高速ケーブル２０’からの複数の第２ワイヤ２５’を受容
し、かつこれらを、ケーブルオーガナイザの第２開口部を通って延びる第２接触子の第２
末端部分１４４と整列させるように構成される。代表的なケーブルオーガナイザ１５０は
、第２高速ケーブルの複数の第２ワイヤがコネクタアセンブリ内の第２接触子とほぼ同じ
ピッチを有するように設計される。オーガナイザに設計は、接触子基部内に配設された接
触子よりも、より微細な及びより粗いピッチのいずれかを有するワイヤを受容するように
修正され得、これらは本開示の範囲であると考えられる。
【００３２】
　上記のように、中央チャネルの閉鎖端部に隣接して配設された第２入れ子区分１５７ｂ
は、図７Ｄ及び７Ｅに図示されるように、代表的な第２高速ケーブル２０’の複数のワイ
ヤの終端部上に配設された端子アンカー２９’を受容するように構成される。
【００３３】
　端子アンカー２９’は、第２高速ケーブル２０’をケーブルオーガナイザ１５０内に固
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定し、ケーブルコネクタ１０２において終端された第２第２高速ケーブル２０’の歪み緩
和を提供するのに役立つ。
【００３４】
　したがって、第１の溝は、概ね第１深さの第１平面内に存在し、及び第２の溝は、概ね
第２深さの第２平面内に存在し、かつ第１平面の溝部からオフセットしている。１つの代
表的に態様では、第１及び第２開口部は、同じ平面内に存在し得る。
【００３５】
　１つの代表的な態様では、複数の第１の溝は、ケーブルオーガナイザの基部内に配設さ
れた複数の第２の溝と整列し得る。第１の溝は、中央トラフ内の第１深さで配設され得、
第２の溝は、中央トラフ内の第２深さで配設され得る。これにより、コネクタアセンブリ
の長さを増大させずに、電気接続密度は高められ得る。代表的な態様では、ケーブルコネ
クタ１０２は、図４Ｂに示されるように、２つの別個の高速ケーブル内のワイヤ２５、２
５’を終端させるために使用され得る一方、別の態様では、ケーブルコネクタは、２つの
平行なワイヤ列を含む高速ケーブル内のワイヤを終端するために使用され得る。あるいは
、ケーブルオーガナイザは、複数のケーブル内のワイヤを所定の段上に収容する十分な数
の接触子が存在する限り、各段上に（それぞれの深さで）配設される複数のより小さい高
速ケーブルを収容し得る。
【００３６】
　代替的な実施形態では、ケーブルオーガナイザ内の溝は、高速ケーブルを収容するため
に千鳥配置を有し得、ここで、導体は千鳥配置で配置されている、又は接続基部内に配設
された接触子が千鳥配置で配設されている。
【００３７】
　また、本願では、代表的なケーブルコネクタ１０２は、複数列の接触子を有するように
（すなわち、第１接触子１３０及び第２接触子１４０）記載されているが、代表的ケーブ
ルアセンブリの実施形態は、代表的なケーブルコネクタが、絶縁ハウジングと、少なくと
も接触子の一部分がプリント回路基板上の導電性配線において終端するように適合されて
いるハウジング内に配設された複数の第１接触子と、絶縁ハウジングに取り付けられたケ
ーブルオーガナイザとを含み得るように、単一列の接触子を収容してもよい。各第１接触
子は、嵌合コネクタの対応する接触子と電気的接触を形成するための第１嵌合部分と、ハ
ウジング底部に沿って延びる第１末端部分とを有し、第１末端部分はプリント回路基板上
の導電性配線において終端するように適合されている。ケーブルオーガナイザは、ハウジ
ング底部に隣接するように配設され、かつ同じ第１方向に沿って延びる複数の第１の溝と
複数の第１開口部とを含み、複数の第１接触子の末端部分にアクセスし、各第１の溝内部
に配設されたワイヤをこの末端部と接続するように、各第１開口部は異なる第１の溝に対
応し、かつ前記異なる第１の溝と並んでいる。
【００３８】
　一方、別の実施形態では、代表的なケーブルコネクタは、３列以上の接触子を含み得、
及び接触子の列数は、設計選択の問題であると考えられ、したがって、本開示の範囲であ
ると考えられる。
【００３９】
　有利なことに、ケーブルオーガナイザ１５０は、ケーブルコネクタ１０２の接続基部内
に収容された接触子との大量はんだ付けプロセスによって、ワイヤの直接終端を可能にす
る。例えば、各第１ワイヤ２５は、接続基部内の各第１接触子１３０の第１末端部分１３
４において終端され得る。代表的な態様では、ワイヤは、はんだ付け済み接続部を介して
第１及び第２接触子において終端される。例えば、ホットバーはんだ付けプロセスが使用
され得、これにより、図４Ｂに図示されるように、ワイヤ２５を第１接触子１３０に同時
に接続することが可能になる。同様に、各第２ワイヤ２５’は、大量はんだ付けプロセス
によって、ケーブルコネクタ１０２の接続基部内で、各第２接触子１４０の第２終端部分
１４４において終端され得る。
【００４０】
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　代表的な態様では、接続基部１２０は、基板対基板コネクタシステムの第２半端部であ
り得る。したがって、ケーブルオーガナイザ１５０は、高速ケーブルからのワイヤを、プ
リント回路基板に元来はんだ付けられるように適合されている接続基部の接触子に直接終
端させることが可能である。代表的なケーブルコネクタ内の基板対基板コネクタシステム
の一方の半端部を使用することにより、図１及び２に図示されるようなコネクタシステム
１００などの得られたケーブル対基板接続システムのファインピッチな接続が確実になる
。
【００４１】
　ケーブルオーガナイザ１５０には、高速ケーブルの複数のワイヤと、接触子１３０、１
４０のそれぞれの末端部分１３４、１４４とを容易に整列することを可能にする第１の溝
１５４ａ及び第２の溝１５５ａが設けられているが、ワイヤを、第１の溝１５４ａ、及び
第２の溝１５５ａ内で個別に整列させる必要がある。整列プロセスを簡素化するために、
端子アンカー２９は、以下により詳細に記載される新しいケーブル準備プロセスによって
、高速ケーブル２０の複数のワイヤ２５の終端部上に形成される。端子アンカーは、終端
アンカーが、入れ子区分１５７ａ、１５７ｂのうちの１つに配置されるときに、隣接する
ワイヤ間に適切な間隔を設定し、全てのワイヤがケーブルオーガナイザの第１及び第２の
溝内に挿入されることを可能にする。端子アンカーは更に止め具又は歪み緩和器具として
機能し、長手方向の力がケーブルに適用されるときにケーブルがケーブルオーガナイザか
ら外れるのを防止し、よって得られるコネクタシステム１００の信頼性を向上させる。
【００４２】
　代表的なケーブルコネクタ１０２は、図７Ｇに図示されるように、任意の遮断プレート
１８０を更に含み得る。遮断プレートは、中央トラフ１３５内に配設された裸線に対して
ＥＭＩ遮断を提供するために、ケーブルオーガナイザ１５０の中央トラフ１３５の上に配
設され得る。任意の遮断プレート１８０は、遮断プレートの整列開口部１８２共に接続基
部１２０の整列ポスト１２８を使用して、ケーブルオーガナイザの頂部上に位置付けら得
る。代表的な態様では、遮断プレートは、例えば、銅シート又はアルミニウムシートなど
の金属シートから形成され得るが、他の金属も使用され得る。任意の遮断プレートと、接
続基部の絶縁ハウジングの周辺に配設された補助的遮断プレート１６０とを一緒に使用す
ることにより、ケーブルコネクタ内に配設された裸線の周囲に擬似ファラデー箱構造を形
成し得る。この遮断は、外部のＥＭＩ信号がケーブル対基板アセンブリに侵入し、アセン
ブリにより形成された高速信号接続に悪影響を及ぼすのを防止するように構成される。遮
断プレートは、高速用途又は非常に高密な回路基板設計における電磁干渉の低減に役立ち
得る。
【００４３】
　最終的に、図２に示されるように、最終ケーブルコネクタ１０２を製造するために、キ
ャップ１１０は、接続基部１２０の頂部及びケーブルオーガナイザ１５０の上にオーバー
モールドされ得る。別の態様では、スナップ式のプラスチックキャップが、使用され得る
。キャップは、例えば、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）樹脂、液晶ポリマ（ＬＣ
Ｐ）樹脂、ポリカーボネート樹脂などの成形可能なプラスチック材料から作製され得る。
【００４４】
　代表的なケーブルアセンブリは、図６Ａ～６Ｂ及び７Ａ～７Ｇを参照して以下のように
準備され得る。図６Ａ及び６Ｂは、複数の導体、すなわちワイヤ２５を有する高速ケーブ
ル２０の準備を図示する。ケーブルは、まずケーブルの終端部に隣接するケーブルジャケ
ット２１の一区分を除去することにより準備される。遮断層２２（存在する場合）は、ケ
ーブル内のワイヤが露出するように取り除かれ得る。導体上の絶縁コーティング２３は、
終端部２６に隣接する、各ワイヤ２５の露出区分を残すように取り除かれる。
【００４５】
　端子アンカー２９は、図６Ｂに示されるようにワイヤの終端部が端子アンカー内に入る
ようにワイヤ２５の終端部２６上に成形される。端子アンカーは、ワイヤの終端部を成形
キャビティ内に挿入し、適切な成形材料をキャビティ内に射出し、これに冷却又は硬化の
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いずれかを行って形成され得、これによりワイヤの終端部が既知のワイヤ間隔の端子アン
カー内に固定的に保持される。ワイヤ間隔は、ケーブルオーガナイザの溝部ピッチとほぼ
同じである。成形材料は、端子アンカーを形成するための、ワイヤの周囲に射出成形され
るＬＣＰ樹脂などの熱可塑性樹脂、反応性樹脂、又はエポキシ樹脂などの熱硬化性ポッテ
ィング材料から選択され得る。
【００４６】
　はんだペーストは、ケーブルの設計によって、端子アンカー２９とケーブルジャケット
２１との間の裸線２５に、又は各ワイヤ上の絶縁コーティング２３に適用される。代表的
なはんだペースト材料は、従来のスズ鉛はんだペースト又は、従来の無鉛はんだペースト
であり得る。
【００４７】
　図７Ａ～７Ｇを参照して、準備された第１高速ケーブル２０は、代表的なコネクタアセ
ンブリの接続部基部１２０上に取り付けられているケーブルオーガナイザ１５０内に配置
され、これにより、図７Ａに示されるように、各第１ワイヤ２５は、異なる第１の溝１５
４ａに配設され、準備されたケーブル上の端子アンカー２９は、ケーブルオーガナイザ内
の第１入れ子区分１５７ａ内に位置する。
【００４８】
　図４Ｂ及び７Ｂを参照して、第１ワイヤ２５は、はんだ付け装置のサーモード２９０を
、はんだペーストがコーティングされた第１ワイヤに接触させるホットバーはんだ付けプ
ロセスによって、第１接触子１３０（図４Ｂ）へと終端させることができる。はんだペー
ストは融解し、ケーブルオーガナイザの第１開口部内に流入し、第１接触子１３０の第１
末端部分１３４と接触して、第１ワイヤと第１接触子と間の電気的接触を提供する。
【００４９】
　次に、第１ワイヤ及び第１接触子の間のはんだ接続部は、図７Ｃに図示されるように、
エポキシベースのポッティング材料などの従来のポッティング材料１７０をケーブルオー
ガナイザ１５０の第１フロア区分１５４に適用することにより、安定化させることができ
る。ポッティング材料は、二成分材料、ＵＶ硬化材料、又は熱硬化材料であり得る。
【００５０】
　第２高速ケーブル２０’は、上記のように準備される。加えて、図７Ｄに図示されるよ
うに、第２ケーブルの第２ワイヤ２５’は、ケーブルオーガナイザ１５０内の第２ケーブ
ルの位置付けを補正するための曲がった領域２５ａを有し得る。準備された第２高速ケー
ブル２０’は、代表的な接続アセンブリの接続基部１２０に取り付けられたケーブルオー
ガナイザ１５０内に配置され、これにより、各第２ワイヤ２５’は、異なる第２の溝１５
５ａ内に配設され、並びに準備されたケーブル上の端子アンカー２９’は、図７Ｅに図示
されるように、ケーブルオーガナイザの第２入れ子区分１５７ｂ内に位置する。
【００５１】
　第２ワイヤ２５’は、上記のように、第２接触子１４０（図４Ｂ）に向かって終端され
得る。第２ワイヤ及び第２接触子の間のはんだ接続部は、図７Ｆに図示されるように、ケ
ーブルオーガナイザの中央トラフ１５３内の残りの空間を従来のポッティング材料１７２
で充填することにより安定化され得る。あるいは、第１ワイヤと第１接触子との間のはん
だ接続部、並びに第２ワイヤ及び第２接続詞の間のはんだ接続部は、ケーブルオーガナイ
ザのトラフを従来のポッティング材料で充填し、その材料を硬化することにより同時に安
定化され得る。
【００５２】
　次に、任意の遮断プレート１８０は、接続基部の整列ポスト１２８が、遮断プレートの
整列開口部１８２と嵌合して、ケーブルコネクタ１０２内に収容されている接続部に追加
のＥＭＩ保護を提供するように、ケーブルオーガナイザ１５０の頂部上に配置され得る。
【００５３】
　最終的に、図２に示されるように、最終ケーブルコネクタ１０２を製造するために、キ
ャップ１１０は、接続基部１２０の頂部及びケーブルオーガナイザの上にオーバーモール
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ドされ得る。
【００５４】
　上記のコネクタアセンブリは、従来の基板対基板ソケットコネクタに基づいているが、
技術及び教示は、従来のプラグ型基板対基板コネクタにも容易に適用され得、並びに図８
及び９との関連において簡易に説明される。
【００５５】
　図８及び９は、ケーブル対基板コネクタシステム３００の別の代表的な実施形態を示す
。ケーブル対基板コネクタシステム３００は、（ＰＣＢ　５に取り付けられた状態の）基
板に取り付けられたソケット型コネクタ４００と嵌合するプラグ型ケーブルコネクタ３０
２を含む。ケーブルコネクタ３０２は、第１接触子３３０及び第２接触子３４０を保持す
る絶縁ハウジング３２２を有するプラグ型接続基部３２０と、ケーブルオーガナイザ３５
０と、キャップ３１０とを含む。
【００５６】
　代表的な態様では、接続基部３２０の絶縁ハウジング３２２、ケーブルオーガナイザ３
５０、及びキャップ３１０は、例えば、ガラス充填された液晶ポリマ樹脂、ポリブチレン
テレフタレート（ＰＢＴ）樹脂、ポリカーボネート樹脂などの、エンジニアリング樹脂に
よる射出成形法を使用して形成され得る。
【００５７】
　代表的な態様では、新しい高速ケーブルコネクタは、参照によりその全体が本明細書に
組み込まれる、ＰＣＴ公報第ＷＯ２０１１／０２５６４０号、及びＰＣＴ出願第ＰＣＴ／
ＵＳ２０１２／０４６４８１号などに記載の基板対基板接続のプラグ型コネクタ部分を使
用し得る。本開示の代表的なケーブルオーガナイザ３５０を従来のプラグ型基板対基板コ
ネクタ部分に追加することは、元来、プリント回路基板上の導電性配線を終端させるよう
に適合されている接触子を、ファインピッチの高速ケーブルのワイヤ及び導体に接続され
得る接触子に変形させる。
【００５８】
　接続基部３２０は、複数の第１接触子３３０及び複数の第２接触子を保持するように構
成された絶縁ハウジング３２２を含み得る。絶縁ハウジング３２２は、ハウジング基部３
２７及びこの基部から垂直に延びる中央壁部３２６を含む。中央壁部３２６は、第１側部
と第２側部を有し、これらそれぞれは、中央壁部内に形成された複数の接触子チャネルを
含み得る。
【００５９】
　ハウジング基部３２７は、ハウジング基部の外側表面内に形成された複数の接触子チャ
ネルを有し得る。各接触子チャネルは、各接触子チャネルの底部内のハウジング基部を通
る接触子開口部を有し得、これにより、第１及び第２接触子の一部分を、ハウジング基部
を通って、中央壁部３２６の第１及び第２側部内に配設された対応する接触子チャンネル
内に入って延びるように、通過させることが可能になる。
【００６０】
　第１接触子３３０及び第２接触子３４０は、概ね「Ｌ」字形状であり得る。各第１及び
第２接触子は、中央壁部３２６の第１側部及び第２側部内それぞれに形成された接触子チ
ャネル内に配設された嵌合部分（図示せず）を含み、これは、嵌合コネクタの対応する接
触子とハウジング基部３２７の外側表面内に形成された接触子チャネル内に配設された末
端部分３３４、３４４と電気的接触を形成するためである。元来、基板対基板接続システ
ム内のプリント回路基板上の導電性配線において終端するように適合されていた末端部分
３３４、３４４は、ケーブルオーガナイザ３５０がハウジング基部３２７の外側表面に隣
接するように配置されるときに、ケーブル対基板接続システム内のワイヤにおいて終端す
るように適合され得る。したがって、代表的なケーブル対基板コネクタでは、各末端部分
３３４、３４４は、高速ケーブル２０、２０’からのワイヤ２５、２５’を終端するのに
使用され得る。
【００６１】
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　ケーブルオーガナイザ３５０は、ケーブルオーガナイザ１５０と概ね類似である。ケー
ブルオーガナイザ３５０は、１つ以上の高速ケーブル２０、２０’からのワイヤ２５、２
５’と、接続基部内に配設された接触子３３０、３４０とを整列させるのに役立つプラグ
型接続基部３２０に取り付けられ得る。具体的には、接続基部３２０は、ケーブルオーガ
ナイザを通るように配設された整列孔３５８と嵌合する１つ以上の整列ポスト３２８を含
み得る。図に示された代表的な態様では、整列ポスト３２８及び対応する整列孔３５８は
、接続基部上にケーブルオーガナイザを位置付けるのに役立つＤ字形状を有する。しかし
ながら、例えば、正方形ポスト及び孔、円筒形ポスト及び孔などの別の形状が可能であり
、整列ポスト及び対応する整列孔の形状は、本明細書で上記の代表的なケーブル対基板コ
ネクタシステムに関して制限するとは見なされない。
【００６２】
　加えて、ケーブルオーガナイザ３５０は、ケーブルオーガナイザを接続基部３２０に取
り付けるために、ケーブルオーガナイザ基部の下部表面から延びる複数のラッチアーム３
５９を有し得るオーガナイザ基部３５２を含む。ラッチアーム３５９は、接続基部３２０
を係合し、ケーブルオーガナイザを接続基部に固定する有刺突出部を含み得る。
【００６３】
　ケーブルオーガナイザ３５０のオーガナイザ基部３５２は、オーガナイザ基部３５２の
上部表面３５１内に形成された中央トラフ３５３を含む。１つの代表的な態様では、中央
トラフ３５３は、中央トラフの開口端部から中央トラフの閉鎖端部までの深さにおいて変
化し得る。オーガナイザ基部は、ワイヤを第１接触子３３０及び第２接触子３４０それぞ
れと整列するように位置付けるための中央トラフ内に配設された複数の第１の溝３５４及
び第２の溝３５５を更に含む。各第１及び第２の溝は、オーガナイザ基部を通る第１及び
第２接触子の末端部分３３４、３４４へのアクセスを可能にする、オーガナイザ基部を通
る開口部を有し得る。図９に図示される代表的な実施形態では、ケーブルオーガナイザ３
５０内に配設されたワイヤのピッチは、接続基部３２０内に配設された隣接する接触子間
のピッチとほぼ同じである。
【００６４】
　ケーブルオーガナイザ３５０は、代表的な高速ケーブル２０、２０の複数のワイヤ２５
、２５’の端末部上に配設された端子アンカー２９、２９’を受容するための、第１の溝
３５４及び第２の溝３５５のそれぞれに隣接するように配設された入れ子式区分３５７を
含み得る。端子アンカー２９、２９’は、代表的なケーブルコネクタ３０２内で終端され
た代表的なケーブルを固定し、及び代表的なケーブルコネクタ３０２内で終端された代表
的なケーブルの歪み緩和を提供する。
【００６５】
　高速ケーブル２０、２０’は、ケーブルの準備及びケーブルコネクタ３０２への終端に
関して上記されたのと同様な方法で、代表的なケーブルコネクタ３０２に対して準備され
及び終端され得る。
【００６６】
　本明細書に記載されたように、本発明は、ファインピッチのフラットリボンケーブルを
従来の基板対基板型のコネクタ部分のソルダーテイルに直接終端させる手段を提供する。
加えて、本開示の代表的なケーブルオーガナイザは、はんだ付けプロセスを単純化し及び
そのプロセスの速度を速めることにより、接触子を有するワイヤを代表的なコネクタアセ
ンブリ内に配置することと、終端することとを同時に行うことを可能にして、全体的な製
造コストを削減することに役立ち得る。加えて、ホットバーはんだ付けプロセスを用いる
ことにより、代表的なケーブルコネクタのはんだ付けされた接続部の一貫性、品質及び均
一性が向上する。
【００６７】
　以下は、本開示の項目の一覧である。
　項目１は、コネクタアセンブリであって、
　絶縁ハウジングと、
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　ハウジング内に配設された複数の第１接触子であって、各第１接触子は、
　嵌合コネクタの対応する接触子と電気的接触を形成するための第１嵌合部分、及び、
　ハウジング底部に沿って延び、かつプリント回路基板上の導電性配線において終端する
ように適合されている第１末端部分を含む、第１接触子と、
　複数の第１ワイヤを含む第１ケーブルであって、各第１ワイヤは異なる第１末端部分に
対応し、かつ異なる第１末端部分において終端される、第１ケーブルと、を含む。
【００６８】
　項目２は、項目１のコネクタアセンブリであって、ハウジング底部に配設され、及び同
じ第１方向に沿って延びる複数の第１の溝と複数の第１開口部とを含むケーブルオーガナ
イザを更に含み、各第１開口部は、異なる第１の溝に対応し、かつ異なる第１の溝と並ん
でおり、各第１ワイヤは、異なる第１の溝に対応し、かつ異なる第１の溝内に配置され、
第１の溝は、第１の溝に対応する第１開口部を通る第１ワイヤに対応する第１末端部分に
おいて終端される。
【００６９】
　項目３は、項目２のコネクタアセンブリであり、第１ケーブルは、各第１ワイヤの一部
分にわたって形成された端子アンカーを更に含み、端子アンカーは、ケーブル内の複数の
ワイヤと垂直な方向に延びる、ケーブルオーガナイザの第１入れ子区分内に配置される。
【００７０】
　項目４は、項目２のコネクタアセンブリであり、ケーブルオーガナイザ内の中央トラフ
の上に位置付けられた遮断プレートを更に含む。
【００７１】
　項目５は、項目２のコネクタアセンブリであり、絶縁ハウジング及びケーブルオーガナ
イザの一部分の上に配設されたキャップを更に含む。
【００７２】
　項目６は、項目２のコネクタアセンブリであり、ケーブルオーガナイザは、第１方向に
沿って延びる第２の溝と複数の第２開口部とを更に含み、各第２開口部は、異なる第２の
溝に対応し、かつ異なる第２の溝と並んでおり、各第２ワイヤは、異なる第２の溝と対応
し、かつ異なる第２の溝内に配置され、第２のワイヤは、第２の溝に対応する第２開口部
を通る第２ワイヤに対応する第２末端部分において終端される。
【００７３】
　項目７は、コネクタアセンブリであり、
　絶縁ハウジングと、
　絶縁ハウジング内に配設された複数の第１接触子であって、各第１接触子は、
　嵌合コネクタの対応する接触子と電気的接触を形成するための第１嵌合部分、及び、
　ハウジング底部に沿って第１嵌合部分からハウジングの第１側部に向かって延び、かつ
プリント回路基板上の導電性配線において終端するように適合されている第１末端部分を
含む、第１接触子と、
　ハウジング内に配設された複数の第２接触子であって、各第２接触子は、
　嵌合コネクタに対応する接触子と電気的接触を形成するための第２嵌合部分、及び、
　ハウジング底部に沿って第２嵌合部分からハウジングの第２側部に向かって延びる第２
末端部分であって、第２側部は、第１側部とは反対側であり、第２嵌合部分は、プリント
回路基板上の導電性配線において終端するように適合されている、第２末端部分、を含む
、第２接触子と、
　複数の第１ワイヤであって、各第１ワイヤは、異なる第１末端部分に対応し、かつ異な
る第１末端部分において終端している、複数の第１ワイヤと、
　複数の第２ワイヤであって、各第２ワイヤは、異なる第２末端部分に対応し、かつ異な
る第２末端部分において終端している、複数の第２ワイヤと、を含む。
【００７４】
　項目８は、項目７のコネクタアセンブリであり、ハウジング底部に配設されたケーブル
オーガナイザを更に含み、ケーブルオーガナイザは、
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　同じ第１方向に沿って延びる複数の第１の溝及び複数の第１開口部であって、各第１開
口部は、異なる第１の溝に対応し、かつ異なる第１の溝と並んでおり、各第１ワイヤは、
異なる第１の溝と対応し、かつ異なる第１の溝に配置され、第１ワイヤは、第１の溝に対
応する第１開口部を通る第１ワイヤに対応する第１末端部分において終端している、複数
の第１の溝及び複数の第１開口部と、
　第１に沿って延びる複数の第２の溝及び複数の第２開口部とであって、各第２開口部は
、異なる第２の溝に対応し、かつ異なる第２の溝と並んでおり、各第２ワイヤは、異なる
第２の溝と対応し、かつ異なる第２の溝に配置され、第２ワイヤは、第２の溝に対応する
第２開口部を通る第２ワイヤに対応する第２末端部分において終端している、複数の第２
の溝及び複数の第２開口部と、を含む。
【００７５】
　項目９は、項目８のコネクタアセンブリであり、第１の溝は、同じ第１平面に概ね位置
し、及び第２の溝は、第１平面に対してオフセットしている同じ第２平面に概ね位置する
。
【００７６】
　項目１０は、項目８のコネクタアセンブリであり、ケーブルオーガナイザの第１の溝及
び第２の溝は、互いに整列している。
【００７７】
　項目１１は、項目８のコネクタアセンブリであり、ケーブルオーガナイザの第１の溝及
び第２の溝は、千鳥配線になっている。
【００７８】
　項目１２は、項目８のコネクタアセンブリであり、第１及び第２開口部は、同じ平面内
に概ね位置する。
【００７９】
　項目１３は、項目７のコネクタアセンブリであり、複数の第１ワイヤは、第１ケーブル
内に収容され、複数の第２ワイヤは、第２ケーブル内に収容される。
【００８０】
　項目１４は、項目７のコネクタアセンブリであり、複数の第１ワイヤ及び複数の第２ワ
イヤは、第１ケーブル内に収容される。
【００８１】
　項目１５は、コネクタアセンブリ用のケーブルオーガナイザであり、このケーブルオー
ガナイザは、
　中央トラフを有するオーガナイザ基部であって、中央トラフは、第１深さで配設された
第１フロア区分、第２深さで配設された第２フロア区分、及び第１フロア区分から第２フ
ロア区分まで延びる側壁部を有する、オーガナイザ基部と、
　第１フロア区分に沿って延び、中央トラフの側壁部に対して平行である複数の第１の溝
であって、第１の溝は複数の第１ワイヤを位置付けるのに役立つ、複数の第１の溝と、
　複数の第１開口部であって、各第１開口部は、異なる第１の溝と対応し、かつ異なる第
１の溝と整列して、各第１ワイヤが、第１接触子の第１末端部によりコネクタアセンブリ
内にて終端するようにする、複数の第１開口部と、を含む。
【００８２】
　項目１６は、項目１５のケーブルオーガナイザであり、第２フロア区分に沿って延びる
第２の溝を更に含み、各第２の溝は、各第２の溝内に配設され、かつ各第２の溝と整列す
る第２開口部を含み、第２の溝は、ケーブルオーガナイザ内の複数の第２ワイヤを位置付
けるために役立ち、各第２開口部は、各第２ワイヤが第２接触子の第２末端部分によりコ
ネクタアセンブリ内にて終端するようにする。
【００８３】
　項目１７は、項目１６のコネクタアセンブリであり、第１の溝は、同じ第１平面に概ね
位置し、及び第２の溝は、第１平面に対してオフセットしている同じ第２平面に概ね位置
する。
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　項目１８は、項目１６のコネクタアセンブリであり、ケーブルオーガナイザの第１の溝
及び第２の溝は、互いに整列している。
【００８５】
　項目１９は、項目１６のコネクタアセンブリであり、ケーブルオーガナイザの第１の溝
及び第２の溝は、千鳥配線に適合されている。
【００８６】
　項目２０は、項目１６のコネクタアセンブリであり、第１及び第２開口部は、同じ平面
に概ね位置する。
【００８７】
　項目２１は、ケーブルコネクタであって、
　絶縁ハウジングと、
　ハウジング内に配設された複数の第１接触子であって、各第１接触子は、
　嵌合コネクタの対応する接触子と電気的接触を形成するための第１嵌合部分、及び、
　ハウジング底部に沿って延び、かつプリント回路基板上の導電性配線において終端する
ように適合されている第１末端部分を含む、第１接触子と、
　ハウジング底部に配設され、かつ同じ第１方向に沿って延びる複数の第１の溝と複数の
第１開口部とを含むケーブルオーガナイザであって、複数の第１接触子の前記末端部分に
アクセスし、各第１の溝内部に配設されたワイヤをこの末端部分と接続するように、各第
１開口部は異なる第１の溝に対応し、かつ異なる第１の溝と並んでいる、ケーブルオーガ
ナイザと、を含む。
【００８８】
　項目２２は、項目２のケーブルコネクタであり、ケーブルオーガナイザは、第１方向に
沿って延びる第２の溝と、複数の第２開口部とを更に含み、複数の第２接触子の末端部分
にアクセスし、各第２の溝内部に配設された追加のワイヤをこの末端部と接続するように
、各第２開口部は異なる第２の溝に対応し、かつ異なる第２の溝と並んでいる。
【００８９】
　項目２３は、項目２２のコネクタアセンブリであり、第１の溝は、同じ第１平面に概ね
位置し、及び第２の溝は、第１平面に対してオフセットしている、同じ第２平面に概ね位
置する。
【００９０】
　項目２４は、項目２２のコネクタアセンブリであり、ケーブルオーガナイザの第１の溝
及び第２の溝は、互いに整列している。
【００９１】
　項目２５は、項目２２のコネクタアセンブリであり、ケーブルオーガナイザの第１の溝
及び第２の溝は、千鳥配線を有し得る。
【００９２】
　以上、好適な実施形態の説明を目的として特定の実施形態を本明細書に図示、説明した
が、同様の目的を達成することが予想される広範な代替的及び／又は同等の実行形態を、
本発明の範囲を逸脱することなく、図示及び説明された特定の実施形態に置き換えること
ができる点が、当業者には認識されるであろう。機械、電気機械、及び電気分野における
当業者であれば、本発明が非常に広範な実施形態で実施され得る点は容易に認識されると
ころであろう。本出願は、本明細書で検討した好ましい実施形態のあらゆる適合例又は変
形例を網羅することを目的としたものである。したがって、本発明は特許請求の範囲及び
その等価物によってのみ限定されることを明記しておく。
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